
別表９  

応急手当啓発員講習Ⅱ 
項  目 時間（分） 

指導要領 

 

指導技法 ６０ 

救命に必要な応急手当の指導要領 

心肺蘇生法に関する知識の確認（筆記試験）、 

心肺蘇生法の指導に関する実技の評価（実技 

試験）を含む 。 

 

 

１８０ 

合計時間  ２４０ 

（注） 

・「救命に必要な応急手当」とは、心肺蘇生法、止血法（感染防止を含む）を意味する。 

・指導要領には、感染防止及び効果測定を含むものである。 


